










































































































































































































































































で指摘されるように、ヒコイマスとミチノウシの系譜が後次的接続ならば、ヒコイマスを接点とするサホビメとマトノヒメらの系譜的関わりも後次的なものであろう。サホビメがミチノウシの娘の推挙理由に「浄公民」 （ 『古事記』 ） ・ 「貞潔」 （ 『日本書紀』 ）を挙げ、血族的関わりに言及しないのも、本来、サホビメとミチノウシの娘らに血族的繋がりが無かったためとも考えられるのである。 　
なお当該説話の同話関係にある『日本書紀』⑦の記事は、 〈サホビメの推挙〉→〈ミチノウシの娘の召 上げ〉→〈 「醜」
なる女性の返送〉→〈女性の死〉とい 話の流れは当該説話と共通するものの、 『日本書紀』は返送された女性を「タカノヒメ」とし、マトノヒメとは異な 女性として描く。
このことは、垂仁天皇との婚姻に失敗した女性の名が、広くマトノヒメと伝えられていたのではないことを示していよう。

































古事記の「凶醜」でいえば、イハナガヒメの醜さは拒否されることによって「天皇命等」の命が長くないという不吉な結果を、また丹波の二人の醜さはその一人マトノヒメの死という不吉な結末をまねく。古事記はこれら女性の醜さが尋常でないことを強調する意図で「凶醜」という表現を案出したものと考えられる。漢字本来の語義をそ ぞれ活かした連文表現として「凶醜」を読むことによって、その意図 理解 ことになるであろ
う（７）
。








































































































































































































































































とあるように、母系の系譜が示される。母系は父系に対して古い系譜 形であり、 こにもサホビメが背負う旧秩序的な世界を垣間見ることが出来る。またサホビコ・サホビメの死とヒメヒコ制の終焉については、倉塚曄子氏に次のよ な論がある。
















































































































































































とに留められ、妹二人が返送されるのは、古代的な婚姻形態が『古事記』の文脈の中で崩壊させられる過程を示していよう。サホビメからヒバスヒメへの皇后の座の転位は、旧体制の否定と密接に関わっている。『古事記』は「ハヂ」を理由とした「自死」という形で、マトノヒメに自ら死を選ばせ、垂仁天皇条の文脈から自発的に退去させる。そして、マトノ の死を王権の負 面としてではなく、マトノヒメ自身 選択として語るのである。
《参考》





































































































26）中西進『大和の大王たち』 （古事記を読む３ 角川書店 一九八六年、一二四頁に以下のような指摘がある。
美知能宇斯王の四人の女が垂仁のところに来たという。これは姉妹婚で、けっ 珍しいわけ は い。大山津見神 娘の木花佐久夜毘売と石長比売は姉妹で邇邇芸能命のところへ行ったし、時代が下っても天智の娘の三人までが天武のところへ嫁に行 た。額田王も姉の鏡王と共に天智に嫁入りしたもいわれる。し し、 『日本書紀』で一人 皇后をた るということ 象徴されるように、正妻は一人と う形に整えられてゆき、その結婚観によって姉妹婚は崩壊して行くはずである。姉妹婚のような古代的な婚姻形態と、新しい考えとが衝撃 合った時 石長比売や円野比売 話もでき上ったのではなかろうか。
【付記】　本稿は平成二十四年一月に行われた二松學舎大学人文学会第一〇四回大会の研究発表での口頭発表をもとに大幅に加筆修正したものである。発表また論文作成に際しご教導・ご指導下さいました先生方に厚く御礼申し上げます。
